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◆ご説明内容

① 災害への備え（自助）について
備蓄、避難行動、自宅・施設の安全確保

② 災害時要援護者対策について
要援護者や各種対策の背景
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災害への備えについて（備蓄編）

◆ 飲料水
１人３日分で９Lが目安

◆ 食料品
乳幼児やアレルギー等の考慮も重要

◆ トイレパック（凝固剤と袋のセットが主流）
１日５回×３日分で1人15個程度が目安

◆その他日用品、衛生用品、常備薬等

備蓄する量の目安は最低３日分（できれば１週間分）
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災害への備えについて（備蓄編） 水

≪課題≫
① 1週間分(21ℓ/人)の飲料水を備蓄すれば、困らない？
水道の復旧に30日要すると想定されている

（内閣府の首都直下地震の被害想定）

② 1人1日3ℓは飲料水の話、生活用水は？
生活用水は1人1日200～250ℓ程度
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≪対策例≫

① 災害時の給水ポイントを把握する

② 給水ポイントからの運搬用具の備蓄

③ 災害用ウェットティッシュ、ドライシャンプー等の備蓄



災害への備えについて（備蓄編）トイレ

5

② トイレットペーパーの備蓄も重要
・過去の災害でも紙不足の問題が多発
・トイレットペーパーの生産は４割が静岡県

③ 排水管の簡易チェック用品
通る君（市販品）
トイレに入れて流して汚水桝を確認するだけ
※小さな亀裂等は確認できない可能性もアリ。

① 災害時のトイレの紹介
・くみ取り式トイレ
・マンホールトイレ
・ラップポン



災害への備えについて（避難行動編）

配付資料をご覧ください。
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災害への備えについて（施設の安全確保編）
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65歳以上の世帯等に
対して家具転倒防止
器具の取付けを無料
代行しています。



◆ご説明内容

① 災害への備え（自助）について
備蓄、避難行動、自宅・施設の安全確保

② 災害時要援護者対策について
要援護者や各種対策の背景
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◆災害時の「要援護者」とは
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〇災害発生時の避難行動など臨機応変に対応することが難しく、

また、その後の生活に様々な困難が予想される者（区防災計画）

〇具体的には

高齢者、障害者、乳幼児、妊産婦、外国人、医療ニーズの高い方など



◆災害時要援護者対策の背景①
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〇国が災害時要援護者の避難支援ガイドライン策定（平成18年）

〇東日本大震災において（平成23年）

「死者の約６割が高齢者（65歳以上）」

「障害者の死亡率は２倍」

〇東日本大震災の教訓を踏まえて、災害対策基本法改正（平成25年）

「災害時要援護者名簿」を作成に関する事項など、取組指針が策定され、

実効性のある避難支援を促進



◆災害時要援護者対策の背景②
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〇令和元年台風第19号において（令和元年）

死者の６割以上が高齢者（65歳以上）

〇令和元年台風第19号を踏まえて、災害対策基本法改正（令和３年）

要援護者の避難行動を円滑化するため

「個別避難計画」の作成が努力義務化



◆区の取組（都筑区防災計画）
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① 地域の取組

・要援護者の安全対策に関する意識醸成

・要援護者に対する｢声かけ、見守り｣の支援体制づくり

② 区の取組

・要援護者やその家族、地域住民に対して自主防災意識の啓発

・災害時要援護者名簿の提供

・福祉避難所の協力依頼、指定

都筑区防災計画（R5）

第2部 災害予防計画 第７章 災害に強い地域づくり 第２節 要援護者対策
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